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＜タイトル＞ 

「Ｙ社長の裏情報」 

 
＜本文＞  
 荷主である外食チェーンＤからの「物流改革に伴う配送面での改善提案」要請に対し
て、自力で提案書を作成したＴ運輸Ｙ社長。結果は見事玉砕であった。ＤのＡ部長の助
言によって外部ブレーンと共に提案を行うことを決めた。 
 連絡を頂いた時点ですでに、提出期限が迫っていたため、我々は早急にＴ運輸を訪問
した。まずＹ社長にこれまでの経緯を中心に話を伺ったうえで、Ｙ社長が作成した提案
書を拝見した。 
 「これではＡ部長が心配になるのも無理はない」というのが所感だった。たしかにＡ
部長がいうように、ただのお願い文であった。今回これを、Ｄに対しての提案書にする
ことが、我々の仕事というわけだ。 
 我々はまず、Ｄから提示された「提案依頼の概要」に目を通した。 
 内容としては以下のポイントに絞った形で提案を要請していた。 
 ①物流センターの抜本的な改革 
 ②配送コストの削減 
 ③物流面からの顧客サービス向上策 
 これを見てまず感じたことは、今回の提案は現在、配送しか行っていないＴ運輸にと
って、Ｄのセンター業務を受注するチャンスになる、ということである。 
それをＹ社長に話すと、Ｙ社長はこんな裏話を始めた。 
 「①については、すでに受託先が決まっている。というのは、確かにＤはＭ＆Ａ戦略
や社内体制の再構築などに動いていて、物流改革にも着手しているらしいのだが、それ
以外にも理由があるらしい」 
 「現在、Ｄの物流センターは、業務を大手物流会社Ｆにアウトソーシングしている。
この両社はフィーの問題や業務改善の方向性などで、以前から全然うまくいってなくて
ね。Ｄとしては、何かのきっかけがあればアウトソーシング先を変更したいと思ってい
たらしい」 
 「そこで今回、以前から関東地方の配送を請け負っていたＧ物流が、センター業務に
も強いということで、そちらにセンター業務を任せる方向でほぼ決定しているらしい」 
 「つまり、うちもセンター業務は地元では細々とやっているけども、センター業務に
ついての提案は、求められていないはずだ。うちが求められているのは②③に対しての
提案だな」 
 聞けばＹ社長は、マメに東京にあるＤ本社を訪ねては、担当部長やそれ以外のメンバ
ーとも親交を深めることで、情報収集を欠かさず行っていたのだという。 
 Ｙ社長は更に、②③について、Ｔ運輸がやっていきたいことを語りだした。 
 


